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感染症対策を十分に取りながら、ネーブルの会やキャラバンメイトの方と一緒に、認知症サポーター養成講座を
開催する。
エリア内の金融機関を確認し、まずは今年度からSOSネットワークの協力機関に加入した星川郵便局へ働きかけ
を行う。

子育て支援連絡会で情報を交換し、地域のニーズを発掘する。かるがも☆こころの相談室を開催し、区役所や基
幹センターゆめなどの専門機関と連携する。地域の子育て支援情報を発信する。

担い手に向けて、地域活動部にて、感染症予防に配慮した体操等の情報提供をし、サロンが再開出来るきっかけ
を提供する。

□ 区からのコメント

令和３年度星川地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
（地域の現状）
見守りや声かけが行われ、地域のゆるやかな見守りの仕組みが機能する一方で、マンションのオートロック構造により、つ
ながりが希薄な地域もある。地域の活動に対する理解者や担い手づくりが重要と捉え、地域毎に見合う方法で進めてい
る。
（今後の方向性）
地域の強みに着目しながら、「ほっとなまちづくりの推進に向けた協働」「地域の現状に合わせた事業の開催」「誰もが安
心して暮らせる土壌づくり」「生きがい・役割発揮につながる担い手づくりの推進と協働」の４つを柱とし、取り組む。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

それぞれの地区にある定例会や懇談会に参加し、多職種の視点で地域の状況や特性を確認する。地区支援
チーム会議を活用し、区・区社協・ケアプラザのすべき支援についてそれぞれが理解し合う。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

生活相談員兼介護職員　4名
看護職員　　　　　　　　　　4名
介護スタッフ　　　　　　　 23名
厨房スタッフ　　　　　　　　6名

生活相談員兼介護職員　4名
看護職員　　　　　　　　　　4名
介護スタッフ　　　　　　　 16名
厨房スタッフ　　　　　　　　6名

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

食費　　　　　1食800円
おむつ代(大)　　211円
おむつ代(小)　　183円
キャンセル料　　500円

【実費】
食費　　　　　1食800円
おむつ代(大)　　211円
おむつ代(小)　　183円
キャンセル料　　500円

食事の満足度を維持し、お客様か
ら選ばれるデイサービスになること
を目指す。

　生活リハビリを実行し、お客様が
活躍できるデイサービスを目指す。

【実施日数】
308
【提供時間】
9：30～16：30
【定員】
37名

【実施日数】
308
【提供時間】
9：30～16；30
【定員】
12名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

在宅における尊厳のある自立した生活を支援しま
す。また、利用者本人が目標を理解した上で達成の
ために必要なサービスを主体的に利用して、目標達
成に取り組んでいけるよう支援します。

常勤兼務4名
非常勤兼務2名

居宅介護支援事業

住み慣れた地域で生活を続けて行くことができるよ
う、関係機関・医療等との連携を強化し、迅速な対応
を目指します。

常勤兼務 1名　　　常勤専従 3名
非常勤兼務 2名

なし 事業所の通常の事業実施地域を越える地域に訪問・出張
する必要がある場合には、お客様又はご家族に対して事
前に文書で説明をした上で、支払いに同意する旨を文章に
書面（記名）、押印を頂きます。その上で以下の方法で実
費を頂きます。公共交通機関を利用した場合は公共交通
機関の運賃分となります。また、作成した明細書等により
請求します。

令和３年度星川地域ケアプラザ事業計画書（施設運営、介護保険事業）

介護保険に関する相談については、ハートページや区から
の居宅介護支援事業所空き一覧を使用して対応します。ま
た、介護保険サービスや配食サービス、インフォ―マル
サービスなどの情報提供に際して、カタログやチラシなど複
数のサービス事業所から選定できる様に対応します。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

個人情報の記載された郵便物や送信書類は、チェック表を使用し
てダブルチェックを必ず実施します。また、個人情報の管理は施
錠できる場所に保管を行い、持ち出しをする場合には、事前に持
ち出し簿で決裁を受けます。事故防止については、車両の乗車
前点検の励行と自転車の安全点検を定期的に週1回実施しま
す。



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

15,649,736 15,649,736 15,649,736 横浜市より

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

4,526,764 4,526,764 4,526,764

20,176,500 0 20,176,500 0 20,176,500

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,402,500 0 12,402,500 0 12,402,500

9,161,300 9,161,300 9,161,300

1,030,613 1,030,613 1,030,613

559,375 559,375 559,375

69,036 69,036 69,036

7,500 7,500 7,500 ハマふれんど

0 0 0

1,574,676 1,574,676 1,574,676

930,000 0 930,000 0 930,000

3,000 3,000 3,000

68,206 68,206 68,206

18,750 18,750 18,750

90,000 90,000 90,000

339,972 339,972 339,972

21,120 0 21,120 0 21,120

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 21,120 21,120 21,120

その他 0 0 0

0 0 0

0 0 0

34,210 34,210 34,210

5,000 5,000 5,000

28,422 28,422 28,422

247,042 247,042 247,042

14,356 14,356 14,356

0 0 0

59,922 59,922 59,922

1,630,000 0 1,630,000 0 1,630,000

1,630,000 1,630,000 1,630,000

0 0 0

4,740,000 0 4,740,000 0 4,740,000

3,245,008 3,245,008 3,245,008

636,220 636,220 636,220

226,763 226,763 226,763

632,009 0 632,009 0 632,009

空調衛生設備保守 268,632 268,632 268,632

消防設備保守 70,341 70,341 70,341

電気設備保守 62,912 62,912 62,912

害虫駆除清掃保守 33,858 33,858 33,858

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 196,266 196,266 196,266

0 0 0

0 0 0

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

20,176,500 0 20,176,500 0 20,176,500

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,630,000 0 1,630,000 0 1,630,000

△ 1,630,000 0 △ 1,630,000 0 △ 1,630,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,120 0 21,120 0 21,120 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 21,120 0 △ 21,120 0 △ 21,120

※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和３年度　「横浜市星川地域ケアプラザ」

収支予算書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

共益費

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,398,000 29,398,000 29,398,000 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 横浜市より
0 0 0

0 0 0

0 2,583,000 2,583,000

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

2,583,000 2,583,000 2,583,000

37,937,000 0 37,937,000 0 37,937,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

34,215,000 0 34,215,000 0 34,215,000
26,397,982 0 26,397,982 26,397,982
4,342,639 4,342,639 4,342,639
3,292,138 3,292,138 3,292,138

74,111 74,111 74,111
40,500 40,500 40,500 ハマふれんど

0 0 0
67,630 67,630 67,630

480,720 0 480,720 0 480,720
2,000 0 2,000 2,000
24,890 24,890 24,890
18,750 18,750 18,750
48,000 48,000 48,000

148,318 148,318 148,318
0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0
0 0 0
0 0 0

14,210 14,210 14,210
6,000 6,000 6,000

18,422 18,422 18,422
192,698 192,698 192,698

4,787 4,787 4,787
0 0 0

2,645 2,645 2,645
1,855,280 0 1,855,280 0 1,855,280

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

750,000 750,000 750,000
154,000 154,000 154,000
321,280 321,280 321,280 予算：指定額

0 0 0
1,260,000 0 1,260,000 0 1,260,000

842,336 0 842,336 842,336
162,285 162,285 162,285
50,278 50,278 50,278

187,695 0 187,695 0 187,695
空調衛生設備保守 85,789 85,789 85,789
消防設備保守 18,697 18,697 18,697
電気設備保守 16,722 16,722 16,722
害虫駆除清掃保守 8,999 8,999 8,999
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 57,488 57,488 57,488

0 0 0

17,406 17,406 17,406
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0

37,937,000 0 37,937,000 0 37,937,000
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
1,225,280 0 1,225,280 0 1,225,280

△ 1,225,280 0 △ 1,225,280 0 △ 1,225,280

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

指定管理料【生活支援】

令和３年度　「横浜市星川地域ケアプラザ」

収支予算書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



令和3年４月１日～令和４年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

5,172 5,644 5,644 29,562 29,562 66,191 66,191 4,437 4,437 36,284 36,284

0 0 0 0 0 0 706 0 706 14,458 0 14,458 70 0 70 6,837 0 6,837

事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0 7,865 7,865 0 0 4,737 4,737

認定調査委託料 0 0 0 0 588 588 0 0 0 0 0 0

原案作成委託料 0 0 0 0 116 116 0 0 0 0 0 0

利用者等利用料収入 0 0 0 0 0 0 6,509 6,509 70 70 2,100 2,100

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 2 2 84 84 0 0 0 0

5,172 0 5,172 5,644 0 5,644 30,268 0 30,268 80,649 0 80,649 4,507 0 4,507 43,121 0 43,121

0 0 2,031 2,031 24,608 24,608 66,727 66,727 0 0 25,120 25,120

0 0 7,022 7,022 1,765 1,765 6,570 6,570 0 0 2,370 2,370

0 0 0 0 44 44 11,649 11,649 0 0 2,894 2,894

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 9,053 0 9,053 26,417 0 26,417 84,946 0 84,946 0 0 0 30,384 0 30,384

5,172 0 5,172 -3,409 0 -3,409 3,851 0 3,851 -4,297 0 -4,297 4,507 0 4,507 12,737 0 12,737

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

認知症対応型通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和３年度　地域ケアプラザ収支予算書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市星川地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



星川地域ケアプラザ

1
星川１丁目ひまわりの会への
出張

平成25年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

介護や権利擁護の情報提供を行いなが
ら、参加者より相談を受け付けます。
民生委員と相談ケースに関する対応の確
認、共有をします。 ５：地域

年10回、8月と1月を除く第1水曜日10時30
分～12時。介護予防、認知症、権利擁護
等の情報提供を行います。民生委員との
相談ケースの状況共有や参加者と交流
から、地域住民の困りごと等の把握をして
いきます。

2
星川２丁目サロンほしの和
への出張

平成29年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

介護や権利擁護等の情報提供を行いな
がら、参加者より相談を受け付けます。
民生委員と相談ケースに関する対応の確
認、共有をします。 ５：地域

年10回、7月と9月を除く第３土曜日10時
30分～12時。感染症対策のため、開催方
法を工夫しながら活動を継続ています。
参加者と交流をしながら、地域住民の困り
ごと等の把握をしていき、必要な情報を提
供していきます。

3 男性介護者の集い 平成23年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

配偶者を介護する男性介護者が同じ立場
の方々との交流により、介護に関する悩
みの共有や共感を得る事ができます。
日頃の介護ストレスを解消できる場、情報
交換ができる場をつくります。

５：地域
奇数月　最終水曜日　11時～12時。
ミニ講座や茶話会を開催します。

4 ホっとする会 平成26年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

同じ介護者という立場で日頃の悩みや思
いを分かち合い、リフレッシュする機会や
居場所を作ります。
介護負担軽減が図れるよう、必要な情報
提供や高齢者虐待防止の注意喚起を行
います。

５：地域

年6回、偶数月第3土曜日14時～15時に
開催する。喫茶クレヨンまたは星川地域ケ
アプラザの相談室にて茶話会を開催しま
す。

5 サロンほしかわ 平成１９年度４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

地域の子どもから高齢者まで、あらゆる世代を
対象とし、コロナ禍による閉じこもり防止を目的
に、仲間作り、生きがい作りの提供を行ってい
ます。異世代交流の場とすることで、趣味を通
した仲間作りをすすめ、地域の助け合いの輪
がひろがるよう、地域ケアプラザの機能を発揮
します。

５：地域
令和3年度においても、感染防止をとりな
がら週替わりでコーナーごとに実施するこ
とにし、人数を調整して事業を実施する。

6 子育て広場 平成１９年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

育児における様々な専門機関と連携し、
身近な子育て情報の提供を行い、育児不
安の軽減を図ります。また、地域の身近な
場所でシニア世代のボランティアに参加し
てもらうことで、世代を超えた交流の場を
提供します。

３：養育者及
び乳幼児

布おもちゃ製作ボランティアグループ「ちく
ちく」の手作りおもちゃを活用した親子の
つどいの広場です。毎月テーマを設けて、
貸室団体や子育て支援連絡会等地域ボ
ランティアと連携したプログラムを実施し
ています。

7
中央地区配食ボランティアの
後方支援

平成23年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

中央地区で福祉保健活動に取り組んでい
る団体、グループ、個人等が共に考え、作
り上げていく活動です。地域課題に向けて
取り組み、支えあいの地域づくりの発展を
目指します。

１：高齢者

住民同士の支えあい活動として、中央地区在
住の方を対象にボランティアを養成しながら配
食ボランティアを組織し、同じエリア在住の高
齢者等に食事を届け、栄養改善や定期的な見
守り活動として継続的に実施しています。

8 布おもちゃの貸し出し 平成20年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

親子のスキンシップの向上や子育て支援
グループのレクリエーション用として貸し
出しを行います。　また、布おもちゃの製
作や貸し出しを通して、福祉保健団体と地
域の方々との結びつけを行います。

５：地域

星川地域ケアプラザ１階ラウンジに布おもちゃ
スペースを設け、貸出し業務を行っています。
子育て支援事業「子育て広場」で布おもちゃを
使用し、参加者へ手作りのよさや、使い勝手に
ついて紹介、貸し出し利用につなげることがで
きています。

9 和みのヨーガ 平成30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

多世代に向けて、肩の力を抜きひと息つける
機会を提供します。ケアプラザに馴染みのない
方へケアプラザを身近に感じてもらい、理解を
深めてもらいます。激しい運動は出来ないが、
ゆっくり身体を動かしたいとの声に答えます。

５：地域
コロナ感染症防止策をとりながら、マット
は持参して頂き、音楽を聴きながら、ゆっ
たりと身体を動かします。

10 かるがも☆こころの相談室 平成27年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子どもの発達に不安のある保護者の育児
支援です。音や音楽を通して、子どもの５
つの感覚の発達を促します。遊びを通し
て、子どもとの向き合い方を学びます。

３：養育者及
び乳幼児

特別支援教育士による音と音楽遊びと子育て
相談を実施しています。講師持参の五感を刺
激する様々な道具やケアプラザの布おもちゃ
を利用して、親子のコミュニケーションを図りな
がら、個別に発達の悩みを受けています。

11
イスに座って
リンパマッサージ＆ストレッチ

平成24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

在宅生活を健康に過ごしていくために、体操教
室を実施します。地域の高齢者に外出の機会
を提供、閉じこもりを予防し、また更年期などで
体の変調に不安を感じている中高年、子育て
中の母親など、広く地域住民を対象としていま
す。

５：地域

講師による健康作りのためのリンパマッ
サージやストレッチを行っています。
介護予防、健康維持の意識の高い70歳
以上の方のニーズが高く、地域住民の健
康作りに役立っています。

12 かるがも健康体操教室 平成30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の高齢者を対象に、自らの健康作り
に意欲的に取り組み、介護予防につなげ
ます。地域における交流の機会を提供し
ます。

１：高齢者

概ね60歳以上の方を対象とした体操教室
です。椅子を使った、座ってできる筋力低
下予防、タオルストレッチ、脳トレ等行い、
地域の方の健康作り・介護予防につなげ
ています。

13 ネーブルの会の後方支援 平成27年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

・認知症の方や家族の方、支援者が気軽
に立ち寄れ、ホッとできる場としてのネー
ブルカフェを存続できるように支援します。
・認知症に対する理解についての啓発活
動を地域住民と連携して行います。

５：地域

奇数月の第３（日）１３時３０分～１５時。
感染症対策を取りながらプログラムに沿っ
てレクリエーションや懇談を実施していま
す。

14 区内合同ケアマネ連絡会 平成18年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

区内及び隣接区の居宅介護支援事業所
のケアマネジャーに対して、研修会や情
報交換会など資質向上を目的とした内容
で開催します。

６：事業者

7月・8月・1月を除く月に開催します。
アルコール依存症の利用者支援等、ケア
マネジャーの資質向上につながる内容で
行います。

15 ほどがやケアマネット 平成18年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

役員会や研修前の打ち合わせに出席し、
運営や研修開催に向けて後方支援を行
います。

６：事業者

年4回開催予定。区内地域包括支援セン
ター主任ケアマネジャーが輪番制で参加
します。
研修内容は、制度改正等を予定していま
す。

16 星川おとなの部活「散歩部」 令和３年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

・シニア層の方々が生きがいや役割を
持って活躍できる出番を増やします。
・負担感、やらされ感を感じることなく楽し
みを見出し、自分・誰かの役に立つような
担い手づくりを推進します。

７：その他
全４回　５月12日、26日、６月９日、23日
ケアプラザ周辺を一緒に巡り、好きな場
所・良い所等を見つけ、紹介し合います。

令和３年度　自主事業計画書
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４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他
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７：その他

17 認知症サポーター養成講座 平成26年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

認知症について正しく理解している住民
が増えるように、普及啓発をします。

５：地域

認知症サポーター養成講座を開催し、認
知症について正しい知識をもち、認知症
の人や家族を応援し、誰もが暮らしやす
い地域づくりを進めます。




